その かすかな かすかな 日照り雨が 霽れました ので、 

草 はきら きら 光り、 向こうの 山 は 明るくな つて、 たい 

へ ん まぶし そうに 笑つ て います。 

お し f 

そっちの 方から、 もずが、 まるで 音譜 を ばらばらに 

と いちど ぎん 

して ふりまい たように 飛んで 来て、 みんな 一度に、 銀 

ほ 

のす すきの 穂に とまりました。 

か ん げき 、？カ いき 

めくらぶ どうは 感激して、 すきとお つ た 深い 息 を つ 

き、 葉から I 卞を ぼたぼた こぼしました。 

はいいろ さんみゃく 

東の 灰色の 山脈 の 上 を、 つめたい 風が ふっと 通って、 

大きな 虹が 、 明るい 夢の 橋の ように やさ しく 空 にあら 

われました。 



にじ すみれ 

虹 は 大きく といき をつ きました ので、 黄 や 堇はー 

か が や 、> 

つず つ 声 を あげる ように 輝 きました。 そして 言い ま 

した。 

「うやまい を 受ける こと は、 あなた もお なじです。 

いんき 

なぜ そんなに 陰気な 顔 をな さるので すか」 

「私 はもう 死んでも いいのです」 

「どうして そんな こと を、 おっしゃる のです。 あな 

たは まだお 若いで はありません か。 それに 雪が 降る ま 

でに は、 まだ 二 か 月 あるではありません か」 

いのち 

「いいえ。 私の 命なん か、 なんでもな いんです。 あ 

なた が、 もし、 もっと 立派に おなりになる ためなら、 



びょう 

みな 一 秒ず つけ ずられ たりく ずれたり しています。 

けれども、 もしも、 まことの ちからが、 これらの 中に 

あらわれる とき は、 すべての おとろえる もの、 しわむ 

もの、 さだめな いもの、 はかない もの、 みな かぎりな 

びょう 

いいのち です。 わたくし でさえ、 ただ 三 秒 ひらめく 

はんとき 

とき も、 半時 空に かかる とき もい つも おんな じょろ こ 

びです」 

「けれども、 あなた は、 高く 光の そらに かかります _ 

すべて 草 や 花や 鳥 は、 みな あなた を ほめて 歌います」 

「それ は あなた も 同じです。 すべて 私に 来て、 私 を 

かがやかす もの は、 あなた を も きらめか します。 私に 



与えられた すべての ほめことば は、 そのまま あなたに 

おく ひとみ 

贈られます。 ごらんなさい。 まことの 瞳で もの を 見 

きわ ゅリ 

る 人 は、 人の 王の さかえの 極み を も、 野の 百合の 一 つ 

にくらべようと はしませんでした。 それ は、 人の さか 

え をば、 人の たくらむ ように、 しばらく まことの ちか 

ら、 かぎりない いのちから はなしてみ たのです。 もし 

その ひかりの 中で ならば、 人の おごりから あやしい 雲 

わ ちり いちまつ かみ 

と 湧きの ぼる、 塵の 中の ただ 一 抹も、 神の 子の ほめた 

もうた、 聖 なる 百合に 劣る ものではありません」 

「私 を 教えて ください。 私 を 連れて行って ください _ 

私 は どんな ことで もいた します」 



底本： 「銀河 鉄道の 夜」 角 川 文庫、 角 川 書店 

1969 (昭和^) 年 7 月^日 改版 初版 発行 

1993 (平成 5) 年 6 月^日 改版^: 版 発行 

※本 作品 中には、 身体 的. 精神的 資質、 職業、 地域、 

階層、 民族な どに 関する 不適切な 表現が 見られます。 

しかし、 作品の 時代 背景と 価値、 加えて、 作者の 抱え 

た 限界 を 読者 自身が 認識す る - J と の 意義 を 考慮し、 底 

本の ままと しました。 (青空 文庫) 

入力 ： 薦田佳 子 

校正 " 平野 彩 子 

ファイル 作成 ： 野 ロ英司 



2 000 年 8 月お 日 公開 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



